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１．2025年12月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年１月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期中間期 18,305 △2.6 2,609 △23.1 2,722 △27.9 2,296 0.2
2024年12月期中間期 18,800 3.9 3,393 7.0 3,775 10.6 2,292 17.1

(注) 包括利益 2025年12月期中間期 3,020百万円(△21.9％) 2024年12月期中間期 3,866百万円( 3.4 ％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年12月期中間期 207.74 －
2024年12月期中間期 207.48 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年12月期中間期 84,914 62,559 63.1 4,844.03

2024年12月期 82,348 60,819 63.2 4,704.60

(参考) 自己資本 2025年12月期中間期 53,561百万円 2024年12月期 52,014百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 － 100.00 － 100.00 200.00
2025年12月期 － 100.00
2025年12月期(予想) － 100.00 200.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年12月期の連結業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 36,400 △4.1 4,800 △24.0 5,300 △20.8 5,900 44.7 533.61

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

業績予想の修正につきましては、【添付資料】P.４「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ

い。



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社、除外 ―社

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年12月期中間期 11,832,504株 2024年12月期 11,832,504株

② 期末自己株式数 2025年12月期中間期 775,207株 2024年12月期 776,336株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年12月期中間期 11,056,671株 2024年12月期中間期 11,049,179株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】P.４「連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間における世界経済は、ウクライナ情勢の長期化、中東情勢の緊迫化、米国の関

税政策による不確実性、中国の不動産市場低迷の継続、不安定な為替相場などの影響により先行き不

透明な状況が続いております。

こうした事業環境の中、当社グループは、2025年を初年度とする中期経営方針「GO BEYOND 2030」

に基づき、「収益性の向上」、「サステナビリティ経営の推進」及び「株主還元の強化」に取り組ん

でおります。

この結果、当中間連結会計期間の経営成績は、売上高が183億5百万円(前年同期比2.6％減)となり、

損益は、営業利益26億9百万円(前年同期比23.1％減)、経常利益27億2千2百万円(前年同期比27.9％

減)となりましたが、政策保有株式縮減に伴う投資有価証券売却益により税金等調整前中間純利益は

37億7千5百万円となり、親会社株主に帰属する中間純利益22億9千6百万円(前年同期比0.2％増)とな

りました。

なお、当中間連結会計期間におけるセグメント別の経営成績は次のとおりであります。

(炭素製品関連)

ファインカーボン関連製品につきましては、欧州、中国を中心とした景気低迷および米国におけ

る関税政策の不透明感による国内外での設備投資抑制、並びにＥＶ市場の減速による半導体関連市

場からの受注減により、販売量が減少しました。電極材関連製品につきましては、市況低迷が継続

している中、製造コスト削減、販売拡大および売価是正に取り組みました。

この結果、売上高は156億9千4百万円（前年同期比8.2％減）、営業利益は16億8千4百万円（前年

同期比41.6％減）と減収減益になりました。

(炭化けい素製品関連)

炭化けい素連続繊維製品につきましては、航空産業向けの販売量が好調に推移しました。

この結果、売上高は20億9千5百万円（前年同期比59.9％増）、営業利益は7億9千8百万円（前年同

期比115.6％増）と増収増益になりました。

(その他)

その他の事業につきましては、産業用機械において資材価格やエネルギー価格が高止まりする中

で、適正価格による販売と製造コストの削減に努めました。

この結果、売上高は5億1千6百万円（前年同期比30.8％増）、営業利益は1億2千2百万円（前年同

期比6.4％減）と増収減益になりました。
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（２）財政状態に関する説明

当中間連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ25億6千5百万円増加し、849億1千4百

万円となりました。

流動資産は、売上債権及び契約資産の減少7億6千9百万円がありましたが、棚卸資産の増加9億6千

万円およびその他の流動資産の増加4億6千1百万円等により、前連結会計年度末に比べ6億1千1百万円

増加し、469億3千1百万円となりました。

固定資産は、設備の取得等による有形固定資産の増加10億9千2百万円および投資その他の資産の増

加8億9千1百万円等により、前連結会計年度末に比べ19億5千3百万円増加し、379億8千2百万円となり

ました。

負債は、前連結会計年度末に比べ8億2千5百万円増加し、223億5千5百万円となりました。

流動負債は、短期借入金の増加4億6千2百万円および賞与引当金の増加3億5千5百万円等により、前

連結会計年度末に比べ9億1千4百万円増加し、194億5千3百万円となりました。

固定負債は、繰延税金負債の減少6千1百万円等により、前連結会計年度末に比べ8千9百万円減少

し、29億1百万円となりました。

純資産は、配当金の支払が11億5百万円ありましたが、親会社株主に帰属する中間純利益22億9千6

百万円および為替換算調整勘定の増加4億8千3百万円等により、前連結会計年度末に比べ17億4千万円

増加し、625億5千9百万円となりました。

（３）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度

末と比べ1千2百万円減少し、121億4千1百万円となりました。当中間連結会計期間における各キャッ

シュ・フローの状況と主な内容は、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券売却益10億5千

2百万円および法人税等の支払額10億2千2百万円がありましたが、税金等調整前中間純利益37億7千

5百万円および減価償却費16億9千2百万円等により、37億7千万円の収入(前年同期 20億2千7百万円

の収入)となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却による

収入4億9百万円がありましたが、有形固定資産の取得による支出31億1千2百万円等により、29億1

千4百万円の支出(前年同期 22億1千7百万円の支出)となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の増加5億円があ

りましたが、配当金の支払額10億9千4百万円等により、8億6千4百万円の支出(前年同期 8億2千万

円の支出)となりました。
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（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

（連結業績予想の修正）

地政学リスクやインフレなど先行きの見通しが難しい状況が続いており、当社グループにおきまし

て、ファインカーボン関連製品については、半導体関連需要は引き続き低調に推移し、また、電極材

関連製品の人造黒鉛電極については、米国関税政策の影響から収益は悪化すると予測しております。

一方で、保有意義が僅少と判断した政策保有株式の縮減を進めており、投資有価証券売却益が見込ま

れることから、2025年2月10日に公表した通期の連結業績予想を以下の通り修正するものでありま

す。

2025年12月期通期連結業績予想（2025年1月1日～2025年12月31日） （単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に

帰属する

当期純利益

1株当たり

当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 40,000 6,500 6,800 4,100 370.91

今回修正予想（B） 36,400 4,800 5,300 5,900 533.61

増減額（B-A） △3,600 △1,700 △1,500 1,800 －

増減率 △9.0% △26.2% △22.1% 43.9% －

（ご参考）前期実績
2024年12月期

37,956 6,319 6,692 4,078 369.03
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,299 12,286

受取手形、売掛金及び契約資産 11,277 10,576

電子記録債権 1,927 1,859

商品及び製品 11,301 11,420

仕掛品 4,543 4,965

原材料及び貯蔵品 3,991 4,410

未収還付法人税等 27 －

その他 964 1,426

貸倒引当金 △12 △13

流動資産合計 46,319 46,931

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 19,096 19,579

減価償却累計額及び減損損失累計額 △11,586 △11,867

建物及び構築物（純額） 7,509 7,712

機械及び装置 51,150 54,810

減価償却累計額及び減損損失累計額 △42,339 △43,404

機械及び装置（純額） 8,811 11,405

車両運搬具及び工具器具備品 4,230 4,440

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,446 △3,594

車両運搬具及び工具器具備品（純額） 784 845

土地 3,575 3,580

建設仮勘定 2,183 412

有形固定資産合計 22,863 23,956

無形固定資産 182 152

投資その他の資産

投資有価証券 10,431 10,983

繰延税金資産 599 683

その他 1,953 2,210

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 12,982 13,874

固定資産合計 36,029 37,982

資産合計 82,348 84,914
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,435 3,520

電子記録債務 653 600

短期借入金 9,016 9,479

未払費用 504 636

未払法人税等 1,165 1,400

前受金 270 436

賞与引当金 237 593

役員賞与引当金 64 29

受注損失引当金 － 0

その他 3,191 2,755

流動負債合計 18,538 19,453

固定負債

長期借入金 196 140

繰延税金負債 1,570 1,509

退職給付に係る負債 698 732

役員退職慰労引当金 36 33

役員株式給付引当金 60 62

環境対策引当金 0 1

資産除去債務 62 62

その他 365 360

固定負債合計 2,990 2,901

負債合計 21,529 22,355

純資産の部

株主資本

資本金 7,402 7,402

資本剰余金 7,858 7,858

利益剰余金 34,454 35,646

自己株式 △1,969 △1,965

株主資本合計 47,745 48,941

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,921 3,823

為替換算調整勘定 336 819

退職給付に係る調整累計額 11 △21

その他の包括利益累計額合計 4,268 4,620

非支配株主持分 8,804 8,997

純資産合計 60,819 62,559

負債純資産合計 82,348 84,914
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

売上高 18,800 18,305

売上原価 12,873 13,093

売上総利益 5,926 5,212

販売費及び一般管理費 2,533 2,603

営業利益 3,393 2,609

営業外収益

受取配当金 144 210

為替差益 272 －

持分法による投資利益 76 57

その他 105 98

営業外収益合計 598 366

営業外費用

支払利息 23 50

為替差損 － 73

固定資産除却損 96 9

休止固定資産減価償却費 73 81

その他 22 36

営業外費用合計 215 253

経常利益 3,775 2,722

特別利益

有形固定資産売却益 196 －

投資有価証券売却益 － 1,052

特別利益合計 196 1,052

税金等調整前中間純利益 3,972 3,775

法人税、住民税及び事業税 1,392 1,248

法人税等調整額 △107 △117

法人税等合計 1,285 1,131

中間純利益 2,686 2,643

非支配株主に帰属する中間純利益 393 346

親会社株主に帰属する中間純利益 2,292 2,296
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

中間純利益 2,686 2,643

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 985 △98

繰延ヘッジ損益 1 －

為替換算調整勘定 174 47

退職給付に係る調整額 18 △29

持分法適用会社に対する持分相当額 － 457

その他の包括利益合計 1,180 376

中間包括利益 3,866 3,020

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 3,411 2,652

非支配株主に係る中間包括利益 454 368
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 3,972 3,775

減価償却費 1,398 1,692

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 12 0

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1 △3

受取利息及び受取配当金 △149 △214

支払利息 23 50

持分法による投資損益（△は益） △76 △57

固定資産売却損益（△は益） △196 △0

投資有価証券売却損益（△は益） － △1,052

固定資産除却損 96 9

売上債権の増減額（△は増加） 73 759

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,200 △950

未収入金の増減額（△は増加） △107 243

仕入債務の増減額（△は減少） △189 29

未払費用の増減額（△は減少） 104 132

その他 △520 165

小計 3,238 4,580

利息及び配当金の受取額 149 214

利息の支払額 △26 △51

法人税等の支払額 △1,334 △1,022

保険金の受取額 0 48

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,027 3,770

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,185 △3,112

無形固定資産の取得による支出 △25 △28

投資有価証券の取得による支出 △202 △185

有形固定資産の売却による収入 196 2

投資有価証券の売却による収入 － 409

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,217 △2,914

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 500 500

長期借入金の返済による支出 △83 △93

自己株式の純増減額（△は増加） 42 3

配当金の支払額 △1,100 △1,094

非支配株主への配当金の支払額 △178 △175

その他 － △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △820 △864

現金及び現金同等物に係る換算差額 95 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △915 △12

現金及び現金同等物の期首残高 14,382 12,154

現金及び現金同等物の中間期末残高 13,467 12,141
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下

「2022年改正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。法人税

等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第

20－３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)

ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による当中間連

結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の

連結財務諸表における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連

結会計期間の期首から適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計

期間及び前連結会計年度については遡及適用後の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となります。

なお、当該会計方針の変更に伴う該当事項はなく、前年の中間連結財務諸表及び前連結会計年度の

連結財務諸表への影響はありません。

（追加情報）

（取締役に対する株式給付信託（BBT）導入）

当社は、取締役の中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的と

して、業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT）」を導入しております。

当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引

に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 2015年３月26日）に準じております。

(1)取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、取締役に対し

て、当社が定める役員株式給付規定に従って、当社株式および当社株式を時価で換算した金額相当

の金銭が本信託を通じて給付される業績連動型株式報酬制度です。なお、取締役が当社株式等の給

付を受ける時期は、原則として取締役の退任時となります。

(2)信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産

の部に自己株式として計上しております。当中間連結会計期間末における当該自己株式の帳簿価額

は159百万円、株式数は456百株、当中間連結会計期間の期中平均株式数は462百株となります。ま

た、１株当たり情報の算定上、控除する自己株式に含めております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年１月１日 至 2024年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報
(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注１)

中間連結
損益計算書
計上額
(注２)

炭素製品
関連

炭化けい素
製品関連

その他 計

売上高

ファインカーボン関連製品 12,150 － － 12,150 － 12,150

電極材関連製品 4,944 － － 4,944 － 4,944

炭化けい素関連製品 － 1,310 － 1,310 － 1,310

その他 － － 394 394 － 394

顧客との契約から生じる
収益

17,095 1,310 394 18,800 － 18,800

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 17,095 1,310 394 18,800 － 18,800

セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 17 389 407 △407 －

計 17,095 1,327 784 19,207 △407 18,800

セグメント利益 2,883 370 130 3,384 8 3,393

(注) １．セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年１月１日 至 2025年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報
(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注１)

中間連結
損益計算書
計上額
(注２)

炭素製品
関連

炭化けい素
製品関連

その他 計

売上高

ファインカーボン関連製品 9,871 － － 9,871 － 9,871

電極材関連製品 5,823 － － 5,823 － 5,823

炭化けい素関連製品 － 2,095 － 2,095 － 2,095

その他 － － 435 435 － 435

顧客との契約から生じる
収益

15,694 2,095 435 18,225 － 18,225

その他の収益 － － 80 80 － 80

外部顧客への売上高 15,694 2,095 516 18,305 － 18,305

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1 8 248 257 △257 －

計 15,695 2,103 764 18,563 △257 18,305

セグメント利益 1,684 798 122 2,604 4 2,609

(注) １．セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（重要な後発事象）

（投資有価証券の売却）

当社は、保有意義が僅少と判断した政策保有株式について売却する方針であります。

方針に基づき、当中間決算日後の2025年７月１日から2025年８月８日にかけて売却した投資有価

証券の売却益は1,650百万円となります。


